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大きな流れは？
欧州がリードする化学物質管理だが、、、

RoHS ＋ REACH ＋ EuP（ErP)

その中で、理論的には正しい「リスクベースに
よる化学物質管理」をいかに実現すべきか。

日本は改正化審法＋化管法

製品輸出で生きる日本には、効率の高い管理
法の実現が不可欠。

化学物質のリスクを「的確かつ迅速に評価」
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エネルギー関係
合計 ２６兆円

資源関係
合計 ４兆円

この他に食料
合計 ６兆円

３倍増

http://www.customs.go.jp/toukei/suii/html/time_latest.htm
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輸送機器関係
合計 ２１兆円

電子部品機器類
合計 ９兆円

鉄鋼・化学類
合計 ９兆円



現時点の化学物質リスク管理
粛々と行われれば、重大な危険性を発生する可能
性は低い

しかし、「安全と安心」の両方が実現できているか
どうかについては、やや疑問。

安心は、あるレベルを超した安全性と関連組織へ
の信頼感のかけ算と理解との和。

信頼感

科学的かつ中立なスタンスか？

未来の可能性をすべて考慮しているか？

「国民の納得」を得る。 これが難しい。
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リスク評価の受容性

普及させるべき概念

（１） リスクの安全圏（あるいはベースライン）

（２） リスクのモノサシ

（３） ヒトのメカニズムに内在するリスク

（４） 食物（含む：健康食品・サプリメント）というも
のへの幻想

（５） 持続可能と継続可能の差異

リスクとは、ベネフィットの大小とで、受容レベ
ルが決まる。

消費者のリスク受容と事業者のリスク受容は違う
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「ローカルリスク低減」の理解
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家電リサイクル法

各種家電のリサイクル率を義務化

ブラウン管テレビは ５５％
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ブラウン管テレビ

新製品を製造する企業が無くなった

現時点で、アジアに何社か

日本からのガラスはマレーシアに

しかし、それも今年限り？
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ブラウン管用のガラス
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他に
ネックガラス
ガラスフリット
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鉛は有用物だが有害物

日本の生産量



大気中の鉛濃度の推移（詳細リスク評価書）
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大気濃度と血中濃度 米国



神経系への影響

血中濃度 １０μｇ／ｄＬ 以下が安全圏

１０ → ２０ μｇ／ｄＬになると、

ＩＱが低下する可能性（≒２．６低下）

米国では、貧困家庭ほど鉛の血中濃度が
高い → 古い白いペンキが鉛を含有。米
国の家屋は古く、ペンキは重ね塗り。鉛は
甘いので、古いペンキをガムのように食べ
る子どもがいる。
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子どもの鉛血中濃度 日本
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これが１％程度以下になるように管理


